
別紙１

年 月 日

年 月 日

年 7 月 円

年 3 月 円

年 4 月 円

年 4 月 円

年 4 月 円

人

人

活動歴・これまでの活動実績

＜各活動90字以内＞

助成金等の交付実績

※ 2023年4月～2026年3月
　　に交付された助成金等を記載

※ ５件以上ある場合は、
　　直近のものから５件を記載

申請する事業に従事する社員

ホームページ・SNS

社員⑤ 松本浩一 被支援者の生活支援・相談担当（社会福祉士）

その他従事社員数

従事社員総数 5

社員② 古澤奈津子 日本語教室・日本語指導担当

社員③ 中島友起子 広報担当（ちらし作成、関係機関との連携）

社員④ 野地翆 若者支援担当（生活支援）

助成金等⑤ WAM助成 独立行政法人福祉医療機構 2023 142,000

氏名 役割

社員① 中野智幸 統括責任者・難民申請者支援担当

助成金等③ 中央ろうきん助成制度カナエルチカラ 中央ろうきん 2024 500,000

助成金等④ 心豊かな社会をつくるための子ども教育財団助成
心豊かな社会をつくるための子ども教育財
団

2023 270,000

助成金等① 埼玉県NPO活動助成 埼玉県県民生活部共助社会づくり課 2025 500,000

助成金等② 若者おうえん基金助成 若者おうえん基金 2025 150,000

活動②

活動③

活動④

活動⑤

助成金等名称 交付者 交付年月 交付額

X　（旧Twitter） YouTube

Instagram その他

活動①

法人設立前の団体の設立日 2020 1 1 ※NPO法人設立前に任意団体等で活動実績がある場合は記載する

ホームページ https://withthesmall.jimdofree.com/ Facebook https://www.facebook.com/withthesmall

事業計画書

１．申請する法人について

法人名 特定非営利活動法人　ウィズ・ザ・スモール

法人の設立登記日 2022 5 12

https://withthesmall.jimdofree.com/
https://www.facebook.com/withthesmall


～

難民申請者、特に非正規滞在で就労できない仮放免者等への居住支援事業は、収益を見込めないため、寄付による活動が可能な団体または個人で行われている。本事業は、当法人のような小さな団体が、被
支援者と地域とのつながりを構築してマイノリティへの理解を広げるとともに、食品ロス削減や災害対応などの地域の課題解決にも寄与する収益事業を行うことにより、活動資金を確保する手法である。同
様の課題を抱える地域は埼玉県内でも多くあり、他の団体でも活用できる手法である。

－

解決したい地域課題及びその現状＜３０0字程度＞

埼玉県の在留外国人は27万人と全国で5番目に多く、年々増加している。難民申請中の方、在留資格を得られていない方も多く在住し、困窮した生活を強いられている。また、虐待を受けるなどの理由から
社会的養護などを経験した若者の多くは、高校卒業後に施設を出て自立を目指しているが、心理的にも経済的にも親を頼れず、不安定な生活を送らざるを得ない場合も多い。当法人の活動の拠点である東
小川団地は、町内でも人口減少、少子高齢化の進行地域であり、廃校施設を中心としたまちおこし事業が行われており、当法人も２年前から多文化カフェや上映会などでマイノリティへの理解促進事業を継続
し、地域とのつながりづくりを行っている。

上記の地域課題の解決に向けた事業の概要＜３０0字程度＞

難民申請者および親を頼れない若者の暮らしの支援として、小川町内にそれぞれシェアハウスを設け、居住支援と食材の提供などの食の支援に加え、生活に関する悩みの相談などを受け付ける生活相談事業
を行う。また、清掃や祭りなどの地域活動や多文化カフェへの参加などで地域社会とのつながりを構築する。多文化カフェでの料理や歴史、芸術などの多文化紹介や、難民や社会的用語などをテーマとした
映画上映や講演会を開催することでマイノリティへの理解促進を図る。地域の資源である有機農産物を活用し、食品ロス削減や災害対策にも寄与する加工品（ジャム等）製造販売により、助成金に頼らない活
動資金づくりのための基盤を整備する。

事業効果　（※ 事業の効果はどのように県内広域に及ぶか、単一市町村内で行う事業の場合は、事業の効果が他の地域にどのように裨益するのか具体的に記載）　＜３０0字程度＞

難民申請者や親を頼れない若者への地域に根差した生活支援事業により、当事者や支援者にはセーフティネットの選択肢の一つを提示することで安心感を与えることができる。また、シェアハウスの近隣住
民や、活動の拠点である東小川団地の住民と顔の見える関係をつくることで、地域住民の方にマイノリティへの理解と共感を広げ、安心を与えることができる。行政や自治会、地域住民、農家等に対して、食品
ロス削減や災害対応の価値を提供することで、小川町内および周辺地域のマイノリティ支援に関心の薄い層にも関心を持ってもらうことができる。

事業の発展性　（これまでの取組を踏まえ、事業の自立的な運営や効果的な実施に向けてどのような工夫・改善を行うか具体的に記載）＜300字程度＞

難民申請者や親を頼れない若者への支援事業は、収益性を求めるものではないため、支援を継続するための活動資金の確保が最重要課題である。そこで、2024年度から規格外農産物等の販売や加工（ジャ
ム）販売を始めたが、2026年3月に、当法人が活動拠点としている東小川団地の廃校施設（UECHU）に物販施設が開設され、常設店舗での販売が可能となった。今年度は、当該店舗を中心に、インターネッ
ト販売や、農家や福祉事業所からの受託生産を行うなどで収益の増加と安定化を図る。また、UECHUを中心に、地域住民や自治会、有機農家、子育てサークル、学童、学校、自治体等と関係をより深めていく
ことで、当法人の認知を拡大する。

事業の先駆性・モデル性 （※事業の手法など他団体の取組のモデルとなり得るポイントを記載）　＜３０0字程度＞

事業名 難民申請者や親を頼れない若者の暮らしの支援と地域とのつながりづくり 事業区分 スタートアップ支援事業 事業分野 つながり・支え合い

事業対象 難民申請者、親を頼れない若者、地域住民 対象地域 比企郡小川町および周辺地域 事業実施期間 2026/7/1 2027/2/28

２．申請する事業について



7月 ～ 2月

月 8 回 × 8 か月 ＝ 64 回 各回 1 名　× 64 回 = 64 名 1名あたり 円　× 64 名 ＝ 円

名 名 2 団体

7月 ～ 2月

月 4 回 × 8 か月 ＝ 32 回 各回 2 名　× 32 回 = 64 名 1名あたり 円　× 64 名 ＝ 円

名 名 1 団体

従業社員数 ボランティア数 連携団体数 連携する団体の名称（役割）

1 2 株式会社おいでなせえ（UECHUシェアキッチン指定管理）

取
組
②

取組の目的＜200字程度＞

難民申請者等、埼玉県内の外国ルーツの方に小川町内の廃校施設（UECHU）に併設されているシェアキッチンで、彼らの国や地域の料理を提供してもらうとともに、芸術や歴史などの文化を紹介し、来
客者や地域住民の方々に多文化に触れる機会を提供することで、多文化への理解を広げ、難民申請者等、外国ルーツの方への偏見を解消する。

取組の内容＜100字程度＞

当法人がシェアキッチンを借り、難民申請者等が料理を提供する場を提供。支援団体等と連携し、パネルや物品を展示し、料理に加えて、多文化に触れる機会を地域の方に提供する。

対象者 事業実施回数 参加者数合計 事業収益見込額

難民申請者、外国ルーツの方 0 0

取組名 新規/拡充/継続 実施時期 実施場所（市町村名） 実施場所（施設名等の名称）

多文化カフェ事業 継続 比企郡小川町 UECHU、あまふく食堂

難民申請者、親を頼れない若者 0 0

従業社員数 ボランティア数 連携団体数 連携する団体の名称（役割）

3 0 公営機財団法人埼玉県社会福祉士会多文化共生ソーシャルワーク委員会（難民支援）　社会福祉法人報徳至誠会（若者支援）

難民申請者・親を頼れない若者の暮らしの支援と生活相談 継続 比企郡小川町 シェアハウス、UECHUほか

取組の目的＜200字程度＞

非正規滞在となり、就労や保険加入などができず、困難な生活を強いられている難民申請者や、社会的養護を経験し、心理的にも経済的にも親を頼れない若者の暮らしを支えるために、シェアハウスでの
住まいの支援と野菜や米などの食材等の支援を行う。週1回以上は顔を合わせて、生活相談や困りごとをお聞きして、必要に応じて行政や機関、専門家につなぎ、解決を図る。

取組の内容＜100字程度＞

小川町内のシェアハウスで支援している難民申請者（定員1世帯：現在母子1世帯）と親を頼れない若者（定員2名：現在1名）への住まいの提供と食材の支援、生活に関する相談の支援を行う。

対象者 事業実施回数 参加者数合計 事業収益見込額

―

3．申請事業の具体的な取組内容

取組名 新規/拡充/継続 実施時期 実施場所（市町村名） 実施場所（施設名等の名称）

取
組
①



7月 ～ 2月

月 2 回 × 8 か月 ＝ 16 回 各回 10 名　× 16 回 = 160 名 1名あたり 円　× 160 名 ＝ 円

名 名 1 団体

11月 ～ 2月

月 1 回 × 1 か月 ＝ 1 回 各回 60 名　× 1 回 = 60 名 1名あたり 円　× 60 名 ＝ 円

名 名 1 団体

従業社員数 ボランティア数 連携団体数 連携する団体の名称（役割）

4 4 株式会社おいでなせえ（予定会場UECHU指定管理）

取
組
④

取組の目的＜200字程度＞

難民や外国ルーツの方、虐待、社会的養護などをテーマにした映画を上映し、監督等による講演会などを行うことで、マイノリティと呼ばれる方々への偏見や差別意識を減少させることを目的とする。年を
追うごとに広がりつつある排外的思想を食い止め、寛容な社会づくりに寄与する。

取組の内容＜100字程度＞

難民や社会的養護など、マイノリティに関する上映会を開催し、声を上げることが困難な方の声を地域の方に届ける

対象者 事業実施回数 参加者数合計 事業収益見込額

地域住民 1,000

取組名 新規/拡充/継続 実施時期 実施場所（市町村名） 実施場所（施設名等の名称）

マイノリティに関する上映会 継続 比企郡小川町 UECHU

難民申請者を含む外国ルーツの方 0 0

従業社員数 ボランティア数 連携団体数 連携する団体の名称（役割）

3 5 小川町役場防災地域支援課（日本語教室助言）

日本語教室 継続 比企郡小川町 リリック（小川町民会館）

取組の目的＜200字程度＞

小川町および周辺地域に在住の外国ルーツの方に対し、それぞれの目的に応じて、日本語が勉強できる機会を無料で定期的に提供することで、日本語能力の向上と生活の質の向上に寄与する。また、日
本語学習だけでなく、学校や役場、病院などの書類の確認など、生活上の困りごとの相談を聞き、必要に応じてアドバイスを行う。

取組の内容＜100字程度＞

社会人、主婦、学生など、小川町および周辺地域に在住の外国ルーツの方に対し、日常会話や日本語能力検定合格など、それぞれの目的に応じた日本語学習の機会を提供する。

対象者 事業実施回数 参加者数合計 事業収益見込額

取組名 新規/拡充/継続 実施時期 実施場所（市町村名） 実施場所（施設名等の名称）

取
組
③



7月 ～ 2月

月 回 × か月 ＝ 0 回 各回 名　× 0 回 = 0 名 1名あたり 円　× 0 名 ＝ 円

名 名 団体

取組⑤ 規格外野菜等の加工販売 月次売上の増加 月次売上10万円 当法人調べ

取組③ 日本語教室 日本語教室受講者の増加 期間中の受講者増加 当法人調べ

取組④ マイノリティに関する上映会 上映会来場者の高い満足度 来場者の満足度平均８０％ 当法人調べ

取組① 難民申請者・親を頼れない若者の暮らしの支援と生活相談
難民申請者、親を頼れない若者へ

の支援を安定的に継続する
安定した支援の継続 当法人調べ

取組② 多文化カフェ事業 多文化カフェの来客者数の増加 来客者数に比例した売上の増加 当法人調べ

5

各取組の成果指標

№ 取組名 目標 目標値 測定方法

2 上映会来場者の高い満足度 来場者の満足度平均８０％ アンケート調査

3 加工品（ジャム）の売上の増加 月次売上10万円 月次売上

4

4.申請事業の目標

事業全体の目標

№ 目標 目標値 測定方法

1 多文化カフェの来客者数の増加 来客者数に比例した売上の増加 売上額の前年比較

従業社員数 ボランティア数 連携団体数 連携する団体の名称（役割）

規格外野菜等の加工販売 拡充 比企郡小川町 UECHUなど

取組の目的＜200字程度＞

規格外や余剰となる野菜等をジャムに加工販売することで、活動資金として安定的な収益を確保することを目的とする。地域資源である有機農業の規格外、余剰農産物を利用することで食品ロスの削減
に貢献し、常温保存可能なジャムに加工することで災害時の栄養補給にも貢献することで、地域貢献にもつなげることができる。

取組の内容＜100字程度＞

地域資源である有機野菜の余剰や規格外品を長期保存可能なジャムに加工することで、食品ロス削減と災害対応に資するとともに、難民申請者や親を頼れない若者の働く場と生活支援資金をつくる。

対象者 事業実施回数 参加者数合計 事業収益見込額

取組名 新規/拡充/継続 実施時期 実施場所（市町村名） 実施場所（施設名等の名称）

取
組
⑤



課
題
②

課
題
③

課題解決のため
の取組・工夫

当法人の活動拠点である東小川団地の廃校施設UECHUを中心に、団地自治会や商店会、子育てサークル、学童保育、町内の小中学校、高校などの教育機関、有機農業者グループ、町
役場等とさらに連携を深め、UECHUでの企画などに積極的に関与することで、当法人の活動への関心やマイノリティへの理解促進を図る。

目標 他団体主催イベントへの共催、協力3件

６．３年後（2029年度）、法人がどのように成長しているか＜300字以内＞ 

難民申請者と親を頼れない若者の居住支援を含めた生活支援は地域との関係をより深めながら、安定的に継続している。日本語教室だけでなく、行政と連携して、やさしい日本語による外国ルーツの方への
災害時・緊急時の安全確保事業を進めている。東小川団地を中心に活動を継続し、野菜加工品の販売などを拡大しながら、小川町内および周辺地域にマイノリティへの理解を進める活動の認知を広げてい
る。野菜加工品の製造販売を徐々に拡大し、1年後は月次10万円、2年後は20万円、3年後は30万円の売上を達成し、安定的な収益事業として確立するとともに、若者の働く場としての機能を有する事業に
成長している。

目標 助成期間期末売上月次10万円

具体的な課題 人材不足による業務の遅延

課題解決のため
の取組・工夫

会員の約半数は小川町外在住であり、町内の方でもそれぞれ仕事をされているため、イベント以外の定期的な活動に参加できる人数はごく少数である。そのため、事務負担等に偏りが
あり、広報等に遅れが出ている。学生等、若い世代の会員を増やして、広報業務等を分担してもらうことで、業務の円滑化を図る

目標 広報担当者の選任

具体的な課題 地域社会との連携強化

5. 申請事業の実施に向けた課題とその解決のための取組・工夫等

具体的な課題 財源確保

課題解決のため
の取組・工夫

助成金に頼らない自己資金づくりのため、地域資源である有機野菜の規格外品等を活用した加工販売を行うことで、活動資金を安定的に確保する。オーガニック食材を使用による健
康イメージと食品ロス削減効果、災害用備蓄食料としてのメリットをアピールすることで、商品イメージを向上させる。実店舗のほかにインターネット販売、受託生産などを組合せて収益
増を図る。

課
題
①



別紙２

法人名

事業名

　１．収入の部

単位 × 単位 × 単位

円 × 本 × 月

円 × 人 × 回

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

× ×

× ×

　２．支出の部

単位 × 単位 × 単位

円 × 回 × 月

円 × 回 × 月

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

円 × 回 × 月

円 × 人 × 月

円 × 人 × 回

× ×

× ×

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） 多文化カフェ交通費 （該当する事業） 事業２ 62,400 2,600 3 8

（支出の内容） 上映会講師交通費 （該当する事業） 事業３ 3,000 3,000 1 1

c.旅費交通費 161,400
金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） 多文化カフェ交通費 （該当する事業） 事業２ 96,000 4,000 3 8

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） （該当する事業） 0

b.通信運搬費 0
金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） 日本語教室会場費 （該当する事業） 事業３ 16,000 1,000 2 8

（支出の内容） （該当する事業） 0

項目 予算額（円） 積算内訳

a.会場費 104,000
金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） 多文化カフェ会場費 （該当する事業） 事業２ 88,000 2,750 4 8

（収入の内容） （該当する事業） 0

697,800

d.その他 0
金額１ 金額2 金額3

（収入の内容） （該当する事業） 0

（収入の内容） （該当する事業） 0

（収入の内容） （該当する事業） 0

（収入の内容） 上映会参加費 （該当する事業） 事業３ 60,000 1,000 60 1

（収入の内容） （該当する事業） 0

c.事業実施による収入等 380,000
金額１ 金額2 金額3

（収入の内容） 野菜ジャムおよび関連商品の売上 （該当する事業） 事業２ 320,000 500 80 8

難民申請者や親を頼れない若者の暮らしの支援と地域とのつながりづくり

697,800

項目 予算額（円） 積算内訳

a.助成金交付申請額 300,000 ※千円未満切り捨て/採択区分により補助率と交付額が変わる可能性があります

b.自己資金 17,800 ※自動計算

収支予算書

特定非営利活動法人　ウィズ・ザ・スモール



単位 × 単位 × 単位

円 × ㎏ × 月

円 × 本 × 月

円 × 袋 × 月

円 × 本 × 月

× ×

単位 × 単位 × 単位

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

円 × 人 × 月

円 × 人 × 回

円 × 人 × 回

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

円 × 人 × 週

円 × 人 × 週

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

× ×

× ×

× ×

× ×（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） （該当する事業） 0

i.その他 0
金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） 親を頼れない若者の生活支援人件費 （該当する事業） 事業１ 32,000 1,000 1 32

（支出の内容） （該当する事業） 0

h.人件費 64,000
金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） 難民申請者の生活支援人件費 （該当する事業） 事業１ 32,000 1,000 1 32

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） 上映会ボランティア謝金 （該当する事業） 事業３ 20,000 5,000 4 1

（支出の内容） 上映会講師謝金 （該当する事業） 事業３ 30,000 30,000 1 1

g.謝金 210,000
金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） 多文化カフェボランティア謝金 （該当する事業） 事業２ 160,000 5,000 4 8

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） （該当する事業） 0

f.委託費 0
金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） （該当する事業） 0

e.備品費 0
金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） ジャム容器代 （該当する事業） 35,200 55 80 8

（支出の内容） （該当する事業） 0

（支出の内容） ジャム材料費（砂糖） （該当する事業） 32,000 50 80 8

（支出の内容） ジャム材料費（柑橘類） （該当する事業） 67,200 700 12 8

d.消耗品費 158,400
金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） ジャム材料費（野菜） （該当する事業） 24,000 300 10 8


